　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
協働事業チェックシート

■記入者氏名：　三宅・森河　　　所属：津地方県民局保健福祉部

■記入年月日：　平成１６年２月２４日

· 事業名：　地域で防ぐ児童虐待対応事業


· 事業内容：　

　(1)　住民や関係機関職員の啓発・研修に関する事業

　(2)　地域における児童虐待防止のネットワークづくりに関する事業

　(3)　児童虐待防止についての住民の意識・ニーズ等を調査し、それに基づく

　　対応策に関する事業

　(4)　その他地域特性に応じた児童虐待防止に関する事業

· 行政担当課：　津地方県民局保健福祉部　　　　　　　　　　　　　　

· ＮＰＯ名：　みえ親子・人間関係研究会

· ＮＰＯの構成員（実行委員会・協議会型の場合）

· 協働がいつ開始されたか。

１．協働が開始された段階は、次のうちどれですか。（　）

1． 予算案作成前の段階から　イ．予算決定後、企画の段階から　ウ．実施段階から

ウ．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．協働の呼びかけは、どちらからですか。（　）

　ア．行政　イ．ＮＰＯ　ウ．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※以下の項目については、実行されたと思うものには○を、されていないと思うものには×を、わからないものには－を入れてください。

■計画段階

1． □事業の目的は明確ですか。

　目的：本県における児童虐待の現状は、相談通告件数の増加に留まらず処遇困難

事例の増加により一層の対応強化が求められています。児童虐待の防止には、地域における子育て支援体制の向上が必要であり、育児不安に適切に対応するとともに、リスクの高い家庭には早期に支援の手を差し伸べることが重要です。

　　このような地域における児童虐待対応力の向上のためには、より住民に身近な民間活力を活用するとともに、関係機関相互の一層の連携強化が重要であると考えられ、本事業を関係団体に委託することで児童虐待防止の取組みを一層進めることとします。

2． □成果目標は（事業を行うことによって「何がどういう状態になることを狙っている

　　のか」）明確ですか。

　成果目標：本事業を関係団体に委託することで児童虐待防止の取組みを一層進めること

　　　　　とします。

３．□事業化するにあたって、市民・ＮＰＯの意見は反映されていますか。

４．□なぜ協働で行うのか、理由は明確ですか。

５．□事業の実施にふさわしい協働の方法（委託、補助金、実行委員会、共催など）が検

　　討されていますか。

6． 協働するＮＰＯを選ぶプロセスは明確かつ透明であったと思いますか。

· 発案当初から決まっている場合

　□理由は明確ですか。　　

　・決まっていない場合

　　　　□ＮＰＯの候補を選ぶ基準は明確でしたか。

　　　　□候補の中からＮＰＯを決定する審査基準は明確でしたか。

· □協働するＮＰＯを選ぶプロセスは透明でしたか。

７．□わかりやすい、共通の言葉で議論しあえる自由な雰囲気を作りましたか。

８．□相互を理解し、対等な関係を築いていくことを共有しましたか。

９．□事業の目的、成果目標を共有しましたか。

10. □事業計画、収支計画をともに作りましたか。

11. □協働する期間をともに考えましたか。

12. □事業における役割分担をしましたか。

・計画段階おいて、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。

　委託先を選定するにあたり、こども家庭チームの事業委託要領では地域子育て支援センター連絡協議会、社会福祉協議会なども対象となっていたが、事業目的を達成し引き続き事業に取り組むことが最も期待出来るのはNPOではないかと判断した。

■実施段階　　　　　　

１．□役割分担をともに共有し、果たしましたか。

２．□進捗状況や事業に関する情報を共有しましたか。 

３．□事業に関する課題の発生には、お互い連絡しあい、素早く対応しましたか。

４．□企画の修正は、お互いに十分議論し、柔軟に行動しましたか。

５．□事業内容の報告をつくり、公開しましたか。

・実施段階において、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。

　委託事業でありながら協働して取り組むということで、双方がはじめての経験であり戸惑う事もあったが、その都度話し合いながらより良い方向に進めていった。

· 成果の把握

１．□事業の成果目標は達成できたか、お互いに話し合いましたか。　

２．□成果目標は達成できましたか。

　成果：

・成果の把握において、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。

■課題の抽出

１．□今後の課題をお互いに話し合いましたか。

　　

・課題の抽出において、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。

· 改善案の作成

１．□改善案をお互い話し合い、作成しましたか。

２．□今後の官民の役割分担を明確にしましたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　改善案内容のポイント：

・改善案の作成において、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。
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